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ゴーロの多い有名沢の左俣                        

  北ア   打込谷打込谷打込谷打込谷 

                           手嶋・後藤・中村 

【日時】2007年8月12日(日)～14日(火) 

【メンバー】L/中村、手嶋、後藤 

 

 自分にとっては久しぶりの双六周辺の沢だ。以前行ったのが１９８７年の双六谷か

ら九郎右衛門谷遡行だったので、実に２０年ぶりの流域である。昨年一昨年と天候の

影響、あるいは自分の体の故障で夏の大きな沢には行けなかった。本来ならば朝日に

行きたかったこともあるが、パーティメンバーの希望があり、私自身も北アもまあ悪

くはなかろうということ、そしてまだ沢慣れしていない後藤さんの参加もあり、打込

谷に決定した。１週間ほど前にヒザの故障が長引き、古野さんが不参加となったこと

は残念であった。 

 前夜新穂高の駐車場に入れようとするも、１台もスペースがないということ。仕方

なく以前石井君達が同沢遡行の折に仮泊した上宝村の道の駅に仮泊した。 

 

【8月 12 日】 

 予約していたタクシーで、林道の最奥まで入

ってもらう。手前のゲート止まりだと、余計に

２時間くらいは歩かないといけない。助かった。

天気予報でも明確なとおり、しばらくは晴れる

だろう。この日も晴れて暑かった。 

林道終点から山道（軌道跡）に入る。やがて

小倉谷が対岸に見えてきた。本流の川原に下り

て休憩。小倉谷を遡行するパーティでそこはあ

ふれていた。登山大系の記述からずっと不人気

だったものを、元鈴蘭山の会代表故古元さんの

紹介でこの沢も大人気の沢となった。つい先日

遡行した毛猛の仕入沢もそうだが、書物等の記

述ではとても行こうとは思わないが、実際に行

ってみると素晴らしい沢は多いと思う。まあこ

の手の記述は要注意だ。 

 さて、ここからは沢沿いの道は行き止まりの木が渡してあり、山道は左手を大きく

高巻く。再び軌道跡に出てこれを行くが、進むに連れ道は悪くなる。見失いそうにな

りながらも何とかたどったが、打込谷１本前の沢のところでついに不明になってしま

ったので、ここで本流に降りることにした。どうせ打込谷はもうすぐそこだ。 

 しかしやはり大河金木戸川本流。水流が強く、結構渡捗が大変だ。意外に時間がか

かって打込谷に到着。ここで水量は半減するが、この谷自体ほとんど本流のようなも

のなので、まだなお水量は多い。水を渡り大岩を乗り越しながら進んでいく。 

 やがてこの谷下流部の大滝に到着。高さが意外と低く見えるのは、水量が多くて幅

があるせいだろうか。豪快だ。とても直登は無理。左から高巻く。さすが有名渓谷だ

けあって、この谷の巻き道はどこも明瞭。危険なところもほとんどなく楽に巻くこと
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ができる。 

 沢に戻ってしばらくのところで、少し早いが本日の行程は終了とした。夜は天の川

を見ながら楽しい酒を飲んだ。【手嶋】 

 

【8月 13 日】 

６：００に幕場を出発。変わり映えしないゴーロ歩きでため息をつき始めていると、

先頭の中村さんがカクッと前に倒れこむ。足を滑らせて左膝を打ったと言う。なんて

ことのない転び方だったわりには痛みが強いらしく顔をしかめている。が、辛抱強い

彼のことだ・・。さほどペースを落とすこともなくそのまま先頭を引っ張っていく。 

白糸状 60ｍの滝の涼やか

な姿を見るとにわかに谷が

明るくなる。エメラルドグリ

ーンの大きな仙ノ淵は見ご

たえがある。この淵の上２０

ｍの滝は、手嶋・中村両氏が

右岸のへつりにチャレンジ

する。あと一歩出れば突破で

きそうと手嶋さんは言って

いたが、断念。左岸に巻き道

を見つけゴルジュを越す。上

から見ると、やはりとてもじ

ゃないがへつりでこられそ

うもなく、巻いたのは正解だ

と判明した。大きめの滝の巻きや巨岩の乗っ越しは手嶋さんがササッツと処理してく

れる。RFや体のこなしもしなやかで正確、安定。『良い！良い！かっこいいわ！』柔

らかい股関節は、後ろから見ていて惚れ惚れする・・。 

その後、谷がだんだんと開けてきて稜線が間近に見えるようになると、岩盤の色が赤

みを増してナメも出てきて楽しくなってくる。空も真っ青に晴れ上がり、正面には笠

ガ岳、振り返ると黒部五郎が美しく望むことができ最高の気分に浸る。上部二股手前

の黄金色のナメもすばらしい。二股で笠が岳へ突き上げる右へ行くか、抜戸岳へ向か

う左に行くかと相談した結果、左俣入り口の雰囲気の良いナメに誘われたのと、記録

のない方に行ってみようという事になり、抜戸方面をつめていく。ところが、ただの

ゴーロ沢で何にもない沢だった・・。２１５０ｍ辺りでぐったりと疲れてきて、この

まま登っても効率も悪いよねーということで、そのまま適当な幕場が見つかったので

行動を終了する。少し上に 4・５０ｍ程の雪渓があり、中村さんの足を冷やすのにち

ょうど良かった。どうやら大事にいたらなかったようで。 

星空もきれいだ。流れ星を見上げて思わず歓声を上げる。二日目は北アルプスらし

いすっきりとした谷と雄大な山の頂を堪能。楽しい遡行であった。【後藤】 

 

【8月14日】 

膝の痛みは悪化していない。昨夜、手嶋さんが雪渓まで雪を取りに行ってもらった

おかげか。この感じなら、600mの登りには耐えられそうだ。問題は1500mの下り、ど
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うなることやら・・・。 

雪渓の横を通り過ぎると三俣となる。水乏しいが、下山遅延も予想されることから、

最短で下山できる真ん中の沢を選択。やはりすぐに水が無くなり補給しておく。湧き

水なので、とてもおいしい水だ。ここから傾斜が増す。ガレ場と涸滝が交互に現れる。

振り返ると、昨日今朝と歩いてきた左俣が一直線に延びている。きれいな三角形の頂

を持つ笠ヶ岳も見えてきた。今登っている斜面は、スキーに最適そうだ。3人ともが

スキー好きであるので、お盆なのにスキーの話で盛り上がる。ガレがひどくなったと

ころで、左の岩場を行く。しばらくすると、登山道の道標近づいてくるが、最後の100

ｍくらいはハイマツの藪を漕ぐ。 

登山道を使い抜戸岳に行く。稜線に立つと、槍穂連邦が眼前に迫る。かっこいい。

十分に眺望を楽しんだ後、下山開始。膝を痛めた私にとっては試練以外の何者でもな

いが、とにかく歩を進める。杓子平周辺もまたスキーには最適な斜面がつながる。こ

こから先は斜面を九十九折に道が付けられており、なかなか高度が下がらない。途中

で2回ほど休憩を取りながら、嫌になるころ、ようやく林道に到着。私の試練が終わ

った。あとはのんびりと平坦な林道を新穂高温泉まで歩く。 

 

【総括】 

 有名沢だけあって高巻ルートはしっかりとついており、打込谷自体は難しくない。

しかし、その手前の金木戸川本流は水量が多く、ルートファインディングが難しいと

感じた。軌道跡をできる限り使用しないと、相当時間が掛かってしまったかもしれな

い。あるいは、私の実力不足がそう思わせたのかもしれない。双六本谷くらい水量の

ある沢は初めてだったような気がする。水量の多い沢にもっと行く必要があると感じ

た。 

２日目の朝、岩で足を滑らせ膝を石にぶつけ痛めてしまった。そのため折角の百名

谷なのに、痛みを堪えながら歩いていた印象が強い。特に変な転び方をしたわけでも、

危険な場所で転んだわけでもなく、単に身体が倒れたところに石があって、ちょうど

それに膝が命中してしまったのである。生きて帰ること、大きな怪我をしないことは、

常に意識していることではあるが、ゴーロ歩きで良く起こるような転倒が、ここまで

大きな影響をもたらすことは想像もつかなかった。良い経験をしたと考え、次の山行

の糧としたい。（早速、膝パットを購入しました）【中村】 

 

【行程】 

12日：林道奥のゲート(8:00)～小倉谷出合(10:18)～金木戸川本流遡行開始(11:46) 

～打込谷出合(12:18)～BP1・標高1450m付近(1:46) 

13日：BP1(5:46)～BP2・左俣標高2200m(2:02) 

14日：BP2(6:06)～登山道(8:31)～抜戸岳(9:31)～林道出合(1:20)～新穂高温泉(2:31) 

【地図】下之本、三俣蓮華、笠ヶ岳 


